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いのちのことば社
1,728円（税込）

「
弱
さ
」の
向
こ
う
に

あ
る
も
の�

―
イ
エ
ス
の
姿
と
福
祉
の
こ
こ
ろ

木き

原は
ら

活か
つ

信の
ぶ（

大
学
社
会
学
部
教
授
）著

　
今
の
時
代
は
、
強
さ
に
憧
れ
、「
弱

さ
」は
避
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
扱

わ
れ
が
ち
な
世
の
中
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な

時
代
に
あ
っ
て
、
一
人
の
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
、
あ
え
て
、「
弱
さ
」が
本

来
も
つ
根
源
的
な
意
味
に
つ
い
て
、

平
易
な
言
葉
で
解
き
明
か
す
こ
と
を

試
み
ま
し
た
。
私
の
学
問
的
に
探
究

す
る「
弱
さ
の
福
祉
哲
学
」や
キ
リ
ス

ト
教
社
会
福
祉
学
研
究
を
、
一
般
市

民
向
け
へ
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た

エ
ッ
セ
イ
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
私
の〝
硬
派
〟な
学

思文閣出版
5,400円（税込）

近
代
日
本
の�

ユ
ダ
ヤ
論
議

宮み
や

澤ざ
わ

正ま
さ

典の
り（

女
子
大
学
名
誉
教
授
）著

　
日
本
語
で
ユ
ダ
ヤ
研
究
に
携
わ
る

う
え
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
お
き
た
い
一

冊
で
あ
る
。
ま
た
ユ
ダ
ヤ
研
究
者
に

限
ら
ず
、
本
書
が
広
く
読
ま
れ
る
べ

き
理
由
が
あ
る
。
狂
信
的
な
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
に
よ
っ
て
国
民
を
戦
争
へ
と

誘
導
し
よ
う
と
試
み
た
四
天
王
延
孝

が
活
躍
し
た
昭
和
戦
時
下
の
み
な
ら

ず
、１
９
８
０
年
代
に
な
っ
て
も「
職

業
的
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」と
も
呼
べ
る

よ
う
な
事
態
は
起
き
て
い
る
。
日
本

に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
議
論
に
つ
い
て
の

長
年
に
渡
る
研
究
成
果
で
あ
る
本
書

は
、
こ
れ
ら
を
冷
静
に
整
理
、
分
析

す
る
。
私
の
認
識
で
は
、
こ
の
よ
う

術
論
文
や
講
義
や
講
演
等
で
は
語
っ

て
い
な
い
、
日
常
生
活
の
素
朴
な
思

い
や
、「
信
仰
、
希
望
、
愛
」に
つ
い

て
率
直
に
触
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
私

の
誕
生
に
際
し
て
の「
秘
話
」な
ど
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
読
者
か
ら
予
想
外
の
反

響
が
あ
り
、N
H
K
の「
心
の
時
代
」、

「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」な
ど
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
等
の
公
共
放
送
で
出
演
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
書
で
触
れ
た
自
分
の

思
想
や
日
々
の
思
い
に
つ
い
て
語
る

機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
福
祉
に

か
か
わ
る
人
や
、
キ
リ
ス
ト
教
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
是
非
、
手
に
と
っ

て
読
ん
で
ご
批
判
を
賜
れ
ば
幸
い
で

す
。

�

著
者
よ
り

な
著
者
の
視
点
が
広
く
共
有
さ
れ
れ

ば
、
根
拠
を
欠
い
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

に
陥
る
こ
と
を
社
会
は
免
れ
得
る
。

　
こ
れ
ま
で
著
者
が
主
に
取
り
扱
っ

て
き
た
１
９
７
０
年
代
ま
で
の
議
論

に
加
え
、
80
年
代
以
降
の
論
考
も
読

め
る
こ
と
が
本
書
の
魅
力
で
あ
る
。

ま
た
巻
末
に
付
録
さ
れ
た
73
頁
に
及

ぶ
、
２
０
０
５
～
２
０
１
５
年
の
文
献

目
録
は
、『
日
本
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
イ

ス
ラ
エ
ル
論
議
文
献
目
録
１
８
７
７
～

１
９
８
８
』（
新
泉
社
、
１
９
９
０
年
）

と『
日
本
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ

エ
ル
論
議
文
献
目
録
１
９
８
９
～

２
０
０
４
』（
昭
和
堂
、
２
０
０
５
年
）

の
続
き
で
あ
り
、
著
者
が
地
道
に
収

集
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
２
０
１
４
年
初
頭
に
同
志
社
で
開

催
さ
れ
た
非
公
開
研
究
会
の
折
、
東

京
に
在
住
す
る
ユ
ダ
ヤ
学
の
専
門
家

か
ら「
宮
澤
先
生
が
研
究
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
、
我
々

が
様
々
な
ユ
ダ
ヤ
研
究
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
」と
い
う
よ
う
な
発
言

が
あ
っ
た
。
本
書
を
読
み
な
が
ら
、

こ
の
発
言
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
深
く

同
意
す
る
胸
中
で
あ
っ
た
。

�

平ひ
ら

岡お
か

光こ
う

太た

郎ろ
う（

大
学
特
別
任
用
助
教
）

講談社
1,890円（税込）

〈
お
受
験
〉の
歴
史
学

―�

選�

択
さ
れ
る
私
立
小
学
校�

選
抜
さ
れ
る
親
と
子

小こ

針ば
り

誠ま
こ
と（
女
子
大
学
　
　
　
　
　

現
代
社
会
学
部
准
教
授
）著

　
本
書
は
、
私
立
小
学
校
の
選
択
と

選
抜
に
関
わ
る〈
お
受
験
〉問
題
を
、

明
治
期
か
ら
現
代
に
至
る
歴
史
を
通

じ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
本
誌
読
者
の
多
く
は
公
立
小
に
通

学
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
他
方
、

国
立
や
私
立
の
小
学
校
の
卒
業
生
の

方
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
入

学
試
験
を
受
験
、
合
格
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
特
に
私
立
の
場
合
、
入

学
金
や
授
業
料
は
高
額
で
、
必
然
的

に
児
童
の
家
庭
環
境
も
恵
ま
れ
た
も

の
と
な
る
。

　
親
た
ち
は
私
立
小
の
教
育
理
念
や

教
育
活
動
の
魅
力
、
そ
し
て
本
学
園

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
幼
稚
園
・

小
学
校
か
ら
大
学
に
至
る
一
貫
教
育

に
惹
か
れ
、私
立
小
を
選
択
し
て
い
る
。

　
他
方
、
公
立
校
の
抱
え
る
問
題
や

矢
継
ぎ
早
に
進
め
ら
れ
る
教
育
改
革

を
回
避
し
て
、
私
立
小
を
選
択
す
る

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。

　
そ
の
結
果
、
入
学
定
員
を
上
回
る

志
願
者
を
集
め
、
過
酷
な
入
学
選
抜

競
争
と
そ
れ
に
向
け
た
準
備
教
育
が

行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の〈
お
受
験
〉の
風
景
は
大
正
期
か

ら
今
日
ま
で
連
綿
と
続
い
て
き
た
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
昨
今
で
は
厳
し
い
選

抜
を
科
す
私
立
小
が
少
数
派
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
学
校
設
置
基
準
の
緩
和

に
よ
り
、
私
立
小
の
数
は
急
増
し
た

も
の
の
、
少
子
化
と
長
引
く
不
況
に

よ
り
、
定
員
割
れ
や
休
校
・
廃
校
の

危
機
に
あ
る
学
校
も
少
な
く
な
い
。

　
本
書
で
論
じ
た
私
立
小〈
お
受
験
〉

の
来
し
方
を
通
じ
て
、
小
学
校
を
中

心
と
す
る
日
本
の
公
教
育
シ
ス
テ
ム

の
特
質
や
私
立
学
校
の
行
く
末
を
考

え
る
う
え
で
も
、
是
非
ご
笑
覧
頂
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

新 大 学 長 紹 介

同志社大学長（第33代）
松岡　敬（まつおか　たかし）
1955年生まれ。
79年同志社大学工学部卒業、81年工学研究科博士前期
課程修了、84年工学研究科博士後期課程単位取得退学。
84年近畿大学工学部助手、87年工学部専任講師、91年
工学部助教授。
93年～98年同志社大学工学部助教授。
96年～97年サリー大学材料工学科客員研究員。
98年～現在同志社大学理工学部教授、01年～現在理工
学研究科博士後期課程教授、05年～06年医工学研究セ
ンター長、06年～10年理工学部長、10年～13年副学長、
15年～16年3月評議員（理工学部）、16年～現在理事、16
年～現在高等研究教育機構長。

研究分野は、材料・材料力学、機械要素。
任期は2016年4月1日から4年間。

新 刊 紹 介 新 刊 紹 介
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